
2023年（令和５年）６月号特集3 かごしま市民のひろば

全
国
の
高
校
生
が
こ
の
大
会
を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
！

災
害
の
記
憶
や
教
訓
を

 

い
の
ち
を
守
る
行
動
に
生
か
し
て

　
梅
雨
入
り
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
大
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、
災
害
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
や
市
内
全
域
の
防
災
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
５
年
の
８
・
６
豪
雨
災
害
か
ら
30
年
に
あ
た
る
今
年
は
、
非
常
に
激

し
い
雨
が
夕
方
か
ら
集
中
し
た
当
時
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
同
規
模
の

災
害
を
想
定
し
た
対
策
本
部
設
置
の
訓
練
を
閉
庁
時
間
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、防
災
点
検
に
お
い
て
は
、私
も
豪
雨
災
害
の
関
連
箇
所
に
出
向
い
て
、

整
備
状
況
な
ど
の
点
検
や
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
ま
た
先

月
は
各
地
で
地
震
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
訓
練
や
点
検
を
通
じ
て
、
災
害
の
記
憶
や
教

訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
、
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
備
え
に

役
立
て
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た「
防
災
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」で
は
、
災
害
時
に

と
る
べ
き
避
難
行
動
な
ど
と
と
も
に
、
８
・
６
豪
雨
災
害
の
状
況
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
災
害
に
ま
つ
わ
る
経
験
を
ご
家
族
や
お
近
く
の
方
と
共
有
し
な

が
ら
、
ご
自
身
や
大
切
な
人
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、
日
頃
の
備
え
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

鹿
児
島
市
長
　
下
鶴 

隆
央

市
長
か
ら
の　

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

パ
レ
ー
ド

　
全
国
や
海
外
か
ら
集
ま
っ
た
約

２
千
人
の
高
校
生
が
、
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
バ

ト
ン
や
フ
ラ
ッ
グ
の
演
技
を
披
露

し
、大
会
の
幕
開
け
を
彩
り
ま
す
。

　
当
日
は
交
通
規
制
も
あ
り
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

日
時 

７
月
29
日（
土
）

17
時
〜
18
時
30

分

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭（
通
称・総
文
祭
）は
、昭
和

52
年
か
ら
各
都
道
府
県
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
、

高
校
生
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の
祭
典
で
す
。〝
文
化
部
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
〞と
例
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

  

「
か
ご
し
ま
総
文
」は
、
全
都
道
府
県
開
催
の
一
巡
目
を

締
め
く
く
る
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。
参
加
校
は
約
３
千

校
、
高
校
生
約
２
万
人
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
22
の
部
門

で
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
以
外
に
、
日
置
市
、
姶
良
市
、
指
宿
市
、
薩
摩
川

内
市
、
鹿
屋
市
、
奄
美
市
、
湧
水
町
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

本市開催部門・会場

　
生
徒
実
行
委
員
会
は
県
内
の
高
校
生
約
100
人
で

構
成
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
広
報
、
プ

レ
大
会
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
会
の
開
催
に
向

け
た
最
終
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
文
祭
は
、
全
国
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
文
化

部
の
高
校
生
た
ち
が
集
ま
る
、
鹿
児
島
で
は
め
っ

た
に
な
い
大
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
部
門
が
あ
る

の
で
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
芸
術
作
品
や
文

化
活
動
に
巡
り
合
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
高
校
生
の
情
熱
が
詰
ま
っ
た
作
品
や
演
目
な
ど

に
出
会
い
に
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

※ 

事
前
申
し
込
み
が
必
要
な
部
門
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
大
会
HP
へ

　
こ
の
作
品
は
、
モ
デ
ル
の
友
人
が
た
ま

た
ま
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
取
っ
た
ポ
ー
ズ

に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
３
カ

月
ほ
ど
か
け
て
制
作
し
ま
し
た
。

　
周
囲
に
小
さ
く
写
る
人
物
や
地
面
に
生

え
る
草
、
た
く
さ
ん
の
足
な
ど
、
細
か
い
所
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
表
現
し
て
い

る
の
で
、
じ
っ
く
り
見
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　今年の夏、芸術・文化の分野で日々頑張っ
ている全国の高校生が鹿児島に集結します。
　本市で開催される部門や見どころを紹介し
ます。
【鹿児島県実行委員会事務局☎286-5575D286-5570､
 学校教育課☎227-1941D227-3016】

鹿
児
島
で
は
初
開
催
！

鹿
児
島
で
は
初
開
催
！

ホームページ

開
会
行
事

部　
　
門

会　
場

日
程（
７
月
29
日
〜
８
月
４
日
）

土
日
月
火
水
木
金

29
30
31
1
2
3
4

総
合
開
会
式

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ

●

パ
レ
ー
ド

か
ご
し
ま
文
化
ゾ
ー
ン

●

演　
劇

川
商
ホ
ー
ル

●
●
●

合　
唱

宝
山
ホ
ー
ル

●

吹
奏
楽

宝
山
ホ
ー
ル

●
●

器
楽
・
管
弦
楽

川
商
ホ
ー
ル

●
●

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ

●

美
術
・
工
芸

市
立
美
術
館
・
黎
明
館

●
●
●
●
●

写　
真

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
●
●
●
●

放　
送

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
●

弁　
論

サ
ン
エ
ー
ル
か
ご
し
ま

●
●
●

小
倉
百
人
一
首
か
る
た

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ

●
●
●

新　
聞

志
學
館
大
学

●
●
●

自
然
科
学

鹿
児
島
大
学
、谷
山
サ
ザ
ン
ホ
ー
ル
●
●
●

特
別
支
援
学
校

セ
ン
テ
ラ
ス
天
文
館

●
●
●

茶　
道

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
●

大会マスコット
キャラクター
かごまる

第46回大会（東京）の
様子

甲南高校３年
三森 芽依 さん

鹿児島玉龍高校３年
内野 花香 さん

▲ 出展作品
《DDDDigging》

ホームページ

10

START GOAL

かごしま文化ゾーン

↑照国神社

名山小学校
文中央公園

県立図書館
鶴丸城
御桜門県立博物館

西郷隆盛
銅像

10

生
徒
実
行
委
員
会
委
員
長 

三
森
さ
ん
に

大
会
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を

聞
き
ま
し
た

美
術
・
工
芸
部
門
で
作
品
を
出
展

鹿
児
島
玉
龍
高
校
美
術
部

内
野
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

全国の高校生が　芸術文化で輝く７日間！


